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活動名 フードハンティングラリー（所内） 

活動概要 

野外炊事の前に行う、グループごとに交流の家敷地内を歩き、食材カードを集め、食材カードと食材を引き換える活動で

す。グループごとに順路を決め、食材カードを獲得していくため、作戦を練る等自然とグループ内の会話が弾み、野外炊事

へスムーズに進めることができます。 

育つ力 コミュニケーション能力 協調性 やり抜く力 

諸条件 

場  所 交流の家 所内 対  象 小学生～大人 

所要時間 1～1.5時間 人  数 1グループ6人～10人 

時  期 ４月～11月（野外炊事と同じ） 天  候 少雨可（荒天時は相談） 

活動の 

教育的効果 

（１）仲間と意見交換しながら順路を決定し、カードを探すことで、コミュニケーション能力の向上を図ることができま

す。 

（２）仲間とともに協力して、調理する食材カードを獲得することにより、達成感を味わうとともに仲間意識が深まり、協

調性を育むことができます。 

準備 

するもの 

団体が準備するもの 交流の家が貸し出すもの 

□個人：筆記用具、水筒、帽子、タオル、時計、雨具 

□団体：救急バッグ 

□個人：バインダー 

□団体：食材カード、「ハンティングマップ」・ 

 「ハンティングの指令書」 

活動内容 

（手順） 

時 間 項 目 内   容 備  考 

事前 
事前準備 

班分け 

□指導者による食材カードの設置。 

□指導者は「ハンティングマップ」・「ハンティングの

指令書」の受け取り。 

※野外炊事の班で行う。 

10分 説明 
□全体の流れ（ルール）の説明 

□「ハンティングマップ」の説明 
 

60～90分 活動 

□参加者は「ハンティングマップ」の説明と「ハンテ

ィングの指令書」をもとに食材カードを探す。 

□指導者は定位置を決め、参加者の「ハンティングマ

ップ」に指導者待機場所の印をつけてもらう。 

□参加者に集合時間を必ず伝える。 

□指導者は食材の受け取りを行う。 

※参加者に対して、何かあ

った場合は、近くの引率者

に連絡することを伝える。 

20分 食材の引渡し 

□食材カードと食材を交換する。 

□食材の引渡しが完了し次第、野外炊事に移る。 

 

 

引率者の配

置・人数 

□指導者１名が必ず本部（スタート・ゴール地点）に残る。 

□他の指導者は、食材の受け取りを行い、指導者定位置場所にて待機する。 

想定される

リスク 

□転倒、木の枝等によるすり傷 等 

□他団体の活動への支障 

指導のバリ

エーション 
□チームビルディングを目的とした指導 

備考 

□団体へデータを送ることで、１人１部問題を手にすることが可能です。 

 （プリントアウトは団体で対応） 

□フードハンティングラリー開始前の食材カードの配置や、終了後の回収は各団体が行います。 

□雨天時はフードハンティングラリーを実施せずに、野外炊事の開始時刻を早めることも可能です。（事前に連絡する必要

があるため、調整時に要相談） 
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フード・ハンティングラリーの指令書およびハンティングマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


